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１．業務の目的と内容 

 

１．１ 業務の目的 
  

  全国において、36 のまちづくり団体が都市再生推進法人に指定（平成 29 年 12 月末時点）さ

れ、都市再生特別措置法に基づく占用許可や協定制度が各地で活用されている。また、民間に

よる都市再生に関する活動が活発化し、各地の特性を活かした取組みが進められている。 

  こうした取組みをさらに推進し、都市空間を民間活力によって魅力的なものにするとともに、

自立的・継続的なまちづくりの進展により、地域の価値を維持・向上させていくことが期待さ

れる。 

  このため、民間による都市再生に関する活動のさらなる活性化に向けて、普及啓発方策及び

公共空間等の活用に関する各種制度の活用促進方策を取りまとめ、都市空間の魅力増進に資す

るまちづくり活動を推進することを目的とする。 
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１．２ 業務の内容 

 

  本業務の内容を以下に示す。 

■都市再生に取り組む団体等の情報共有・連携促進の場の企画・運営（⇒第２章参照） 

〇シンポジウム、トークセッション、まちづくりフィールドワーク（見学ツアー）等か

らなる一体的なイベント「官民連携まちづくり祭 in WAKAYAMA」の企画・運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■民間による都市再生に関する普及啓発方策と 

その活動に資する協定制度等の活用促進方策の検討（⇒第３章参照） 

 ①民間による都市再生に関する活動やそれを支える各種制度等を紹介する 

リーフレットの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②民間による都市再生に取り組む団体等のデータベースの作成 
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２．都市再生に取り組む団体等の情報共有・連携促進の場の企画・運営 

 

2．１ 情報共有・連携促進の場の企画 

１）情報共有・連携促進の場の企画概要 

   

  多様な観点からそれぞれ異なる手法を用いて、自立的・継続的なまちづくりに取り組む団体

等が、これまでの実践から得た知見や課題等を共有し、連携を促進する場として、国土交通省

主催のシンポジウムと、まちづくり団体等が主催するトークセッション等からなる一体的なイ

ベント（「官民連携まちづくり祭 in WAKAYAMA」）を下記の通り企画した。 

なお、開催場所は、東京や大阪などの大都市以外の中規模程度の都市を前提に、官民および

大学が連携して中心市街地の活性化に取り組んでいる状況や、リノベーションまちづくりに取

り組む㈱リノベリングが主催する「リノベーションサミット」との連携、行政の協力・支援体

制等を踏まえて、和歌山市で開催することとした。 

 

■官民連携まちづくり祭の開催概要 

官官民民連連携携ままちちづづくくりり祭祭  iinn  WWAAKKAAYYAAMMAA  

11 月 20 日（月） 

 ●シンポジウム「広がりをみせる官民連携まちづくり」（主催：国土交通省／協力：和歌山市） 

概  要 全国各地で実践的な官民連携によるまちづくりを主導している方々による基調

講演・パネルディスカッション 

  時  間 14：30～17：00 

  会  場 和歌山市民会館小ホール（次頁 会場案内図①） 

 

●和歌山城下・まちなか河岸（主催：和歌山市） 

概  要 公共空間を活用した和歌山の特産品や老舗の味などが楽しめる飲食イベント

と、スペシャルゲストによるトークイベント 

  時  間 17：00～22：00 

  会  場 市営京橋駐車場周辺（次頁 会場案内図②） 

 

11 月 21 日（火） 

 ●無料オプショナルツアー「まちなかフィールドワーク」 

（まちなかリノベーションまちづくり、公共空間等）（主催：リノベーションわかやま） 

概  要 まちなかのリノベーション物件や公共施設等を巡るフィールドワーク 

  時  間 8：00～10：30 

  集合場所 和歌山城天守閣前広場（次頁 会場案内図⑦） 
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●リノベーションまちづくりサミット!!!わかやま（主催：㈱リノベリング） 

概  要 わかやまの公民連携によるリノベーションまちづくりの実践的手法の紹介 

  時  間 11：00～ 

  会  場 市営京橋駐車場周辺（次頁 会場案内図③・④・⑤） 

 

●都市の魅力を高めるまちづくり ～UR からの発信～ （主催：(独)都市再生機構） 

概  要 西日本の事例を中心に、全国の地方都市の取組、エリアマネジメント、プレイス

メイキングの取組の紹介 

  時  間 11：00～ 

  会  場 ミートビル（下図 会場案内図⑥） 

 

●民の力を結集するエリアマネジメント ～都心のまちづくりを進める新たな担い手～ 

（主催：全国エリアマネジメントネットワーク） 

概  要 公共性の高いエリアマネジメント活動に関するトークセッション 

  時  間 13：30～ 

  会  場 ミートビル（下図 会場案内図⑥） 

 

●公共空間がもたらす本質的な価値とは何か 

 ～「公共」だからこそ「創り・残せる」都市のアメニティ～ 

（主催：(一社)国土政策研究会 公共空間の「質」研究部会） 

概  要 まちなか広場などの公共空間等の利活用に関するトークセッション 

  時  間 15：30～ 

  会  場 ミートビル（下図 会場案内図⑥） 

 

11 月 22 日（水） 

 ●有料オプショナルツアー「まちなかフィールドワーク」 

（日本遺産「絶景の宝庫 和歌の浦」の歴史まちづくり等）（主催：ユタカ交通㈱） 

概  要 国の名勝に指定されている紀州徳川家ゆかりの地におけるまちづくり事例など

の視察・まち歩きツアー 

料  金 3,000 円 

  時  間 9：00～12：30 

  集合場所 和歌山市観光産品センター前 
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■各イベント会場案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各イベント会場の写真 

 

 

 

 

 

 

和歌山市民会館（小ホール）      市営京橋駐車場周辺 

 

 

 

 

 

 

        ミートビル（建物入口）    ミートビル（会場内部）   みんなの学校（建物外観） 
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■各イベントのタイムスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各イベントの申込方法等について 

・シンポジウムおよびミートビルで開催する各イベントについては、9月 27 日から下記の専

用 URL から申込を行うこととした。 

 ⇒http://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_machi_tk_000064.html 

  

また、シンポジウムの参加申込者に対しては事前に受付番号を発行し、当日の受付業務の

低減を図った。 

 

・リノベーションまちづくりサミット!!!わかやまについては、下記の専用 URL から申込を行

うこととした。 

⇒enovaring.com/entry 
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２）シンポジウムの概要 

  

  シンポジウムの目的やねらい、テーマ、構成等について以下に示す。 

  なお、シンポジウムは、地方都市を中心に、全国各地で広がりをみせている官民連携のまち

づくりに関する基調講演と、実践的な官民連携によるまちづくりを主導している方々によるパ

ネルディスカッションの２部構成とする。 

  また、第Ⅰ部と第Ⅱ部の間に休憩時間を設け、その時間を活用して、開催都市である和歌山

市のまちづくり等に関する紹介を行うこととする。 

 

■シンポジウムの目的・ねらい 

・旧 TMO 等を出発点とするまちづくり会社等のほか、エリアマネジメント組織、リノベーシ

ョンまちづくりにおける家守会社、UDC 等、まちづくりの民間の担い手が増え、多様化。

一方、官民連携まちづくりを展開する上で、抱える課題も見え始めている。 

・民間主体によるまちづくりはさらに期待されるところであり、今回、官民連携まちづくり

に共通する課題やその解決の可能性について、第一線で活躍する多様化な担い手が情報や

ノウハウを共有する場をもつことにより、それぞれに活躍する主体が、活発な交流と知の

共有を展望していくきっかけとして活用する。 

・さらに、公開することで、各地域の民間主体のまちづくりに対する地域の認知度を上げ、

理解者を増やし、官民連携まちづくりのさらなる発展を図るための一助とすることを目的

とする。 

■テーマ ／ 広がりをみせる官民連携まちづくり 

■構 成 ／ 第Ⅰ部 基調講演 

      （休憩（和歌山市のまちづくり等の紹介） 

      第Ⅱ部 パネルディスカッション 

■日 時 ／ 平成 29 年 11 月 20 日（月） 14 時 30 分～17時 00 分 

■会 場 ／ 和歌山市民会館 小ホール（和歌山市伝法橋南ノ丁 7番地） 

■定 員 ／ 400 名程度を想定 

■主 催 ／ 国土交通省（協力：和歌山市） 
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■次 第 ／ 14：30 開会 

主催者挨拶 国土交通省 大臣官房審議官(都市)   榊  真一 

開催市挨拶 和歌山市 副市長               荒竹 宏之 

 

14：40 第Ⅰ部 基調講演 

「広がりを見せる地方都市のエリアマネジメント」 

            和歌山大学副学長・経済学部教授          足立 基浩 氏 

 

       15：20 休憩（和歌山市のまちづくり等の紹介） 

 

       15：30 第Ⅱ部 パネルディスカッション 

           ≪コーディネーター≫ 

             和歌山大学副学長・経済学部教授        足立 基浩 氏 

≪パ ネ リ ス ト≫ 

             まちづくり福井株式会社代表取締役社長     岩崎 正夫 氏 

             梅田地区エリアマネジメント実践連絡会     植松 宏之 氏 

             株式会社アフタヌーンソサエティ代表取締役   清水 義次 氏 

            和歌山市産業まちづくり局長          有馬 専至 氏 

 

  17：00 閉会 

           挨拶 国土交通省 都市局 まちづくり推進課 

官民連携推進室長   鹿子木 靖 

※総合司会：国土交通省 都市局 まちづくり推進課 

    官民連携推進室課長補佐  橋口 真依 
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 ■シンポジウムでの配布資料一覧 

 

〈次第〉 

 

〈フライヤー〉 

官民連携まちづくり祭 in WAKAYAMA／国土交通省主催シンポジウム 

 

〈第Ⅰ部 基調講演資料〉⇒ 報告書 2-2-2）参照 

・「広がりを見せる地方都市のエリアマネジメント」  

（和歌山大学副学長・経済学部教授 足立 基浩 氏） 

 

〈第Ⅱ部 パネルディスカッション資料〉⇒ 報告書 2-2-3）参照 

  ・「福井のまちづくりについて ～ まちづくり福井の取り組み ～ 」 

            （まちづくり福井株式会社代表取締役社長 岩崎 正夫 氏） 

・「梅田地区エリアマネジメント実践連絡会 2016 年度活動報告書」 

            （梅田地区エリアマネジメント実践連絡会 植松 宏之 氏） 

・「リノベーションまちづくり ～ 自立型まちづくり会社と公民連携の都市再生 ～」 

          （株式会社アフタヌーンソサエティ代表取締役 清水 義次 氏） 

・「官民連携まちづくりの実現に向けて」 

          （和歌山市産業まちづくり局長 有馬 専至 氏） 

 

〈アンケート〉⇒ 用紙は報告書 2-1-7）参照、結果は報告書 2-2-4）参照 

  ・広がりをみせる官民連携まちづくりシンポジウム／参加者アンケート 

 

〈その他〉 

・国土交通省都市局リーフレット 

「民間主導でまちを活かす エリアからはじまる都市再生」⇒ 報告書 3-2 参照 

・【概要】官民連携まちづくりの進め方 -都市再生特別措置法に基づく制度の活用手引き 

  ・官民連携まちづくり祭 タイムスケジュール及び各種イベントの開催場所マップ 

・官民連携まちづくり祭 関係団体 提供資料一式 
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３）パネルディスカッションの進め方について 

 

■コーディネーター、パネリストについて 

≪コーディネーター≫ 

    和歌山大学副学長・経済学部教授        足立 基浩 氏 

≪パ ネ リ ス ト≫ 

    まちづくり福井株式会社代表取締役社長     岩崎 正夫 氏 

    梅田地区エリアマネジメント実践連絡会     植松 宏之 氏 

    株式会社アフタヌーンソサエティ代表取締役   清水 義次 氏 

和歌山市産業まちづくり局長          有馬 専至 氏 

 

 ■パネルディスカッションの到達目標 

・パネリスト相互の取り組みを知り、理解を深めるきっかけとすること。 

・民間主体のまちづくりの取り組みが扱うテーマや対象、問題の背景等には、共通点がある

と確認できること（＝アプローチやプロセスに、それぞれ特徴があること）。 

・シンポジウムの官・民の参加者が、民間主体のまちづくりの実践例を知り、地域の認知度

を上げ、さらに今後各地で動き出す意識啓発になること。 

（＝民間主体のまちづくりは特殊解ではない。今後はさらに、時代の要請や社会背景から

も、各地で求められる取り組みであることに気づくこと）。 

・一般参加者については、民間主体のまちづくりへの理解や関心を深めてもらうこと。 

（特に和歌山市民を想定） 

 

■パネルディスカッションで取り上げたい論点について 

 ・各パネリストに対して以下の質問を事前に行い、その質問結果をもとに、議論を進めるこ

ととする。 

①各団体の取り組みの特徴（強み）は何か？ 

・各団体の特徴（強み）は何か。 

・「デザイン」「プロモーション」「組織」「事業・資金」「不動産等ストックの活用」

など、備えるべきノウハウは何か。  

②「自立し」「持続する」まちづくりをどのように実現すればよいのか？ 

⇒自立・持続の観点で、特に「財源・収入」「組織・担い手」「地域の理解」に着目 

≪財源・収入≫ 

・安定的な財源の確保、「稼げる」まちづくりをどのように実現できるか。 

≪組織・担い手≫ 

・地域とは無縁の若手が家守会社を始めるなど、まちづくりのあり方に一石を投じたリ

ノベーションまちづくり。パブリックマインドをもつ、新たなまちづくりの担い手を

いかに今後発掘し、育成するか。 

・さらに行政は、その担い手をまちづくりの中に位置づけ、どのように官民連携を図っ

ていくか。 
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≪地域の理解≫ 

・持続的に活動していくためには、地域で認知され、多くの住民に理解され、さらに参

加してもらうことが必要だが、そのために、地域を巻き込み、理解者を増やすために、

どのようなことが必要か。 

③官民連携まちづくりの実現のため、伴走する行政に「求めること」とは？ またあえて

行政に「求めないこと」は何か？ 

・「求めること」「求めないこと」→行政の聴講者に向けたメッセージを。 

④官民連携まちづくりの実現のため、国に期待することとは？ 

 

 

■パネルディスカッションで取り上げたい論点に対するパネリストへの質問結果 
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４）シンポジウムの各シーンにおける舞台配置のイメージ 

①開演前 

  ・パンフレットのデータをもとにした、「民間主導による都市再生の取組」の紹介スライド

を、スクリーンに投影する。 

・パソコンは予めステージ脇に設置し、そこから紹介スライドや基調講演スライド等を操作

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②開演３分前 

  ・予鈴（ブザー）を流す（スクリーンへのスライド投影、バックミュージックは終了）。 

・演台をステージ中央に設置する。（設置作業はホール関係者が実施） 

 

 

 

（スクリーン） 

P

（ﾊﾟｿｺﾝ） 

（ﾃｰﾌﾞﾙ） 

（演台） 

（ﾓﾆﾀｰ） 

（演台） 
（スクリーン） 

【司会者】 

（演台） 
P （ﾃｰﾌﾞﾙ） 

（ﾊﾟｿｺﾝ） （ﾓﾆﾀｰ） 
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③開会あいさつ 

  ・司会者はステージ脇から登場。 

・あいさつをなさる方は、一番前の座席からステ

ップ（青丸）を利用してステージにご登壇いた

だく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④第Ⅰ部／基調講演 

  ・司会者が足立先生の経歴等を紹介している間に、演台の移動と、モニター（スクリーンへ

の投影内容の確認用）の微調整を行う。（設置作業はホール関係者が実施） 

  ・紹介が終わったら、足立先生には一番前の座席からステップを利用してステージにご登壇

いただく。 

 

 

 

（スクリーン） 

【司会者】 【あいさつ】 
（ﾊﾟｿｺﾝ） 

（演台） 
（ﾃｰﾌﾞﾙ） P

（ホール内の座席から） 

（ﾓﾆﾀｰ） 

吊 看 板 

（スクリーン） 

【司会者】 

【講演者】 

（演台） 

（ホール内の座席から） 

（ﾃｰﾌﾞﾙ） 

（ﾊﾟｿｺﾝ） 

P

（ﾓﾆﾀｰ） 
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⑤第Ⅱ部／パネルディスカッション 

  ・休憩時間中に、舞台の設置作業を実施する。（作業はホール関係者が実施） 

  ・パネリスト等も、休憩時間終了前にステージにご登壇いただいておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥閉会あいさつ 

・あいさつをなさる方は、一番前の座席からステ

ップ（青丸）を利用してステージにご登壇いた

だく。 

・マイクは西尾から手渡す。 

 

 

（スクリーン） 

【司会者】 
【あいさつ】 

（ﾊﾟｿｺﾝ） 

P （ﾃｰﾌﾞﾙ） 

（ホール内の座席から） 

（ﾓﾆﾀｰ） 

【市局長】 【ﾊﾟﾈﾘｽﾄ】 

（ﾃｰﾌﾞﾙ） 【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】 
（ﾊﾟｿｺﾝ） 

（ﾃｰﾌﾞﾙ） 
（ﾓﾆﾀｰ） 

P

吊 看 板 
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５）シンポジウム等の案内ちらしの作成 

  

  官民連携まちづくり祭の案内するちらしをＡ３判両面使い（中折配布）で作成した。 

表紙は、官民連携まちづくり祭で行われる一連のイベントの概要がわかるように作成した。

中面（Ａ３裏面）は、一連のイベントのスケジュールと開催場所、申し込み方法等の情報が一

目でわかるように、裏表紙は、国交省主催のシンポジウムの内容がわかるように作成した。 
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 ６）シンポジウム等のポスターの作成 

 

  官民連携まちづくり祭の広報資料の一環として下記のポスター（Ａ２判）を作成し、和歌山

市等の協力のもと、関連施設等での掲示を行った。 
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７）広がりをみせる官民連携まちづくりシンポジウム／参加者アンケートの作成 

 

  今後の情報共有・連携促進の場づくり等に向けた参考として、アンケートを作成し、シン

ポジウムで配布した（結果については、2-2-4）参照）。 

  なお、その他のイベントでも主催者が独自にアンケートを行うことから、分析結果を共有

しやすくするために、関係者間で回答者の属性と官民連携によるまちづくりに関する理解度

について、項目の共通化を図ることにした。 
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８）ミートビルの会場配置図、設備等について 

 

  官民連携まちづくり祭の２日目、都市再生機構や全国エリアマネジメントネットワーク等に

よるイベント会場の配置や設備等について以下に示す。 

 

■会場配置図（基本パターン） 

・会場のテーブル等は、各団体が使いやすいように、パネルディスカッション等の利用を想

定した配置を基本パターンとして準備することとする。 

 （配置パターンの変更は、各団体の責任において可能とする。） 

【パネルディスカッション等】          【その他利用例／基調講演等】 

 

 

 

 

 

施設入口 

施設内部 

（スクリーン） 

【ﾊﾟﾈﾘｽﾄ】 

（ﾃｰﾌﾞﾙ） 

【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】 

（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ） 

【受付】 

【トイレ】 

（ﾃｰﾌﾞﾙ） 

（スクリーン） 

（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ） 

【基調講演者】 
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■会場の設備・備品等について 

・会場の設備・備品等を以下に整理する。その他、イベントの実施において必要な備品等は、

基本的には各団体の方で準備することとする。 

（例：マックを使用する場合の接続コネクターテーブル 

テーブルからさげる登壇者、パネラー等の名前 など） 

 

名 称 数量 備 考 

スクリーン（中型） １つ 幅：約 2m 

プロジェクター １台  

プロジェクター接続コード 1 本 5～10ｍ 

プロジェクター設置台 １台  

マイク 3 本 ワイヤレス：2本、有線：1 本 

スピーカー 2 台 左右に設置 

テーブル 4 台 ステージ用：2台、受付用：2台 

イス 約 90 脚  

立て看板（カフェ看板） 1 台 入口でプログラムを掲示（W：0.56m H：0.86ｍ） 

延長コード 2 本  
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2．２ 情報共有・連携促進の場の運営 

１）情報共有・連携促進の場の運営結果 

①シンポジウムの参加人数等について 

  

  「官民連携まちづくり祭 in WAKAYAMA」で開催したシンポジウム（11 月 20 日／和歌山市民

会館小ホール）の参加者数とその属性等を以下に整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ミートビルで実施した各イベントの参加人数等について 

都市の魅力を高めるまちづくり 

（主催：(独)都市再生機構） 
48 名 

民の力を結集するエリアマネジメント 

（主催：全国エリアマネジメントネットワーク） 
60 名 

公共空間がもたらす本質的な価値とは何か 

（主催：(一社)国土政策研究会 公共空間の「質」研究部会） 
50 名 

全国 397 名

うち近畿圏内（和歌山市除く） 181 名

うち和歌山市内 119 名

うち近畿圏外（不明含む） 97 名

近畿圏内

（和歌山市除く）

181名

和歌山市内

119名

近畿圏外

97名

41名

91名

84名

132名

12名

30名

7名

国

都道府県・政令市・特別区

市町村

民間団体

都市再生推進法人

大学

その他民間

国 41 名

都道府県・政令市・特別区 91 名

市町村 84 名

民間団体 132 名

都市再生推進法人 12 名

大学 30 名

その他民間 7 名

216 名

181 名

397 名

官

民

合計
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２）シンポジウム／第Ⅰ部 基調講演の資料 

 ○「広がりを見せる地方都市のエリアマネジメント」 

（和歌山大学副学長・経済学部教授 足立 基浩 氏） 
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３）シンポジウム／第Ⅱ部 パネルディスカッション パネリストの資料 

 ①「福井のまちづくりについて ～ まちづくり福井の取り組み ～ 」 

（まちづくり福井株式会社代表取締役社長 岩崎 正夫 氏） 
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②「梅田地区エリアマネジメント実践連絡会 2016 年度活動報告書」 

（梅田地区エリアマネジメント実践連絡会 植松 宏之 氏） 
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2-2-45 



2-2-46 
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③「リノベーションまちづくり ～ 自立型まちづくり会社と公民連携の都市再生 ～」 

（株式会社アフタヌーンソサエティ代表取締役 清水 義次 氏） 
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④「官民連携まちづくりの実現に向けて」 

（和歌山市産業まちづくり局長 有馬 専至 氏） 
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